
平成３１年度予算　新規・充実事業一覧

ニュータウンの
活性化に係る取
組の推進

　２０１７（平成２９）年３月に策定された「洛西ニュータ
ウンアクションプログラム」及び「向島ニュータウンまちづ
くりビジョン」に基づき，地域が一体となって，ニュータウ
ンの活性化に向けた取組が進んでいる。
　２０１９（平成３１）年度は，引き続き，地域主体の取組
を積極的に支援していくため，洛西ニュータウン住宅流通促
進システムの構築に向けた取組や，向島ニュータウンの活性
化に向けた向島二の丸小学校・向島中学校敷地の土地活用方
法の検討等を行う。

14,100 都市企画部
都市総務課
222-3610

土地利用データ
ベースの整備

  都市計画分野における様々な施策検討の基礎となる土地利
用状況については，これまで，エリアごとの大まかな土地利
用の動向を把握してきた。今後，より戦略的な土地利用の誘
導を検討していくため，２０１９（平成３１）年度は，より
精緻なデータベースの整備に必要なデータの収集・加工，今
後の経年的な活用方法の検討等を行う。

5,000 都市企画部
都市計画課
222-3505

抜本的な空き家
対策の構築に向
けた調査・検討

　放置されている空き家の活用を更に促進する抜本的な対策
を構築するため，２０１８（平成３０）年度は，空き家の実
態調査及び有識者会議における空き家対策の検討を進めてい
る。
　２０１９（平成３１）年度は，抜本的な空き家対策の構築
に必要な放置されている空き家等に係る住宅用途以外の活用
の方策や税の制度・運用の在り方を検討するため，客観的な
記録により空き家期間を確認する方法の調査・検討を行う。

7,200 まち再生・
創造推進室
222-3503

京町家の保全及
び継承に関する
取組の推進

　京都の美しい景観，四季折々の自然と茶道や華道などの歴
史に培われた生活文化，洗練された精神文化の象徴である京
町家を未来に継承していくために，２０１８（平成３０）年
度に全面施行した「京都市京町家の保全及び継承に関する条
例」及び同年度に策定予定の「京都市京町家保全・継承推進
計画」に基づき，重点的かつ効果的に施策を展開している。
　２０１９（平成３１）年度は，京町家改修ガイドラインの
作成・周知による適切な改修の促進を図る。

2,600 まち再生・
創造推進室
222-3503
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地域の活力の維
持・向上を図る
ための地域まち
づくり制度の構
築に係る調査・
検討

　多様化する地域のまちづくりニーズに柔軟かつ包括的に対
応できる新たなまちづくりの枠組を構築することを目的に，
２０１８（平成３０）年度は，学識経験者等で構成する「地
域の活力の維持・向上を図るための地域まちづくり制度検討
会議」を開催し，検討を進めている。
　２０１９（平成３１）年度は，同会議での検討等を踏ま
え，まちづくりの持続的な展開のための多様な主体との連携
や財源の確保に焦点を置き，実証事業等を実施する。

9,000 まち再生・
創造推進室
222-3503

洛西口～桂　駅
間プロジェクト

　阪急京都線洛西口駅付近の連続立体交差事業(鉄道高架化)
によって生み出された高架下用地について，包括的連携協定
を締結した阪急電鉄と共に市民意見を聴きながら，西京地域
の活性化に資するまちづくりの検討を進めている。
　２０１９（平成３１）年度は，これまでの取組を推進する
とともに，２０１８（平成３０）年度に実施した高架下公共
施設の基本設計及び実施設計に基づき，新築工事を実施す
る。

383,300 まち再生・
創造推進室
222-3503

ターミナルにお
ける帰宅困難者
対策

　災害時に避難者・帰宅困難者が集中し，大きな混乱が予想
される京都駅周辺では，都市再生特別措置法に基づき「都市
再生安全確保計画」を２０１３（平成２５）年１２月に作成
し，京都駅周辺の事業者等が主体となった帰宅困難者支援の
初期対応体制を構築している。
　２０１９（平成３１）年度は，同計画に基づき，緊急避難
広場及び一時滞在施設での外国人への情報提供を充実させる
ために，京都駅周辺の事業者が参画する京都駅周辺地域都市
再生安全確保計画部会において，多数の外国人に分かりやす
く情報を伝える必要性が高い項目を検討し，「帰宅支援に関
する文例」など自由に使える情報伝達フォーマットを作成す
る。

1,900 まち再生・
創造推進室
222-3503
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「らくなん進
都」への企業集
積促進に向けた
調査等

 らくなん進都では，「新しい京都を発信するものづくり拠
点」を目指し，企業誘致をはじめとするまちづくりに取り組
んでいる。
　２０１９（平成３１）年度は，らくなん進都内の土地利用
状況の調査を行い，土地の高度利用及びものづくり拠点とし
ての機能の向上を図り，より一層，企業集積を促進するため
の方策を検討する。
　併せて，鉄道駅からのアクセス向上を図るため，鉄道駅か
ららくなん進都への人の流れを解析して，交通需要の調査を
行い，交通環境の向上に向けた方策を検討する。

5,300 まち再生・
創造推進室
222-3503

「新景観政策」
の更なる進化

　２０１８（平成３０）年度に設置した「京都市新景観政策
の更なる進化検討委員会」での審議を踏まえ，時代の変化に
応じ，優れた景観の新たな創造を誘導するための都市計画の
変更等を実施する。
　併せて，新たな誘導策の１つとしての魅力ある夜間景観づ
くりに向け，複数のモデル地区において，社会実験等を実施
し，新たな夜間景観の創出による地域の魅力や快適性の向上
効果を検証する。

20,700 都市景観部
景観政策課
222-3397

京都市三山森林
防災ガイドライ
ンの策定

　近年多発する土砂流出や倒木等の森林災害から市民の財産
を守るため，古都・京都の重要な要素である三山について，
景観形成や生態系保全等の公益的価値を保持しつつ，防災的
機能を有した森林へ誘導するためのガイドラインを策定す
る。
　２０１９（平成３１）年度は，山麓と市街地境界部におけ
る植生や災害履歴の把握，ガイドライン策定のための調査等
を行う。

11,000 都市景観部
風致保全課
222-3475

古都・緑地所有
管理者損害賠償
責任保険への加
入

　近年，台風等の自然災害が増加していることから，歴史的
風土特別保存地区及び風致保全緑地等の本市所管地における
倒木等の事故に係る損害賠償に備えるため，新たに古都・緑
地所有管理者損害賠償責任保険に加入する。

2,500 都市景観部
風致保全課
222-3475
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まちの匠の知恵
を活かした京都
型耐震・防火リ
フォーム支援事
業

  密集市街地における火災が相次いで発生したことを踏ま
え，地震や火災に対して課題を有している密集市街地におい
て，これまでから実施してきた「まちの匠の知恵を活かした
京都型耐震リフォーム支援事業」を拡充し，古い木造住宅の
耐震化対策や防火対策を促進する。

24,800 建築指導部
建築安全
推進課

222-3620

駅等のバリアフ
リー化の推進

　２０１２（平成２４）年３月に策定した「「歩くまち・京
都」交通バリアフリー全体構想」等に基づき，駅施設（西院
駅（阪急），西大路駅，桃山駅，（以上，ＪＲ西日本），鳥
羽街道駅（京阪））のバリアフリー化整備等を推進する。

未定 歩くまち
京都推進室
222-3483

市営住宅自治会
及び大学との地
域連携事業

　市内大学及び自治会と連携し，市営住宅への学生の入居を
進めることで，少子高齢化やコミュニティの希薄化等により
急激に機能低下している自治会の活性化を図る。

4,100 住宅室
住宅管理課
222-3631

大阪府北部地震
を踏まえた市営
住宅入居者の安
全確保事業

　大阪府北部地震を踏まえ，耐震性能が確保されていない市
営住宅に居住する入居者について，耐震性のある住棟へ住み
替えていただく事業を実施する。

364,200 住宅室
すまいまち
づくり課
222-3664

都　市　計　画　局　　合計 855,700 15件


